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かった」のかを含めて多くの研究がなされた（松本 2015、吉原 2013、竹沢 2013 など）。
なかでも、吉原は阪神淡路大震災の被災地と比べ、コミュニティの存在と意義が「東北らし




                                                   
1 尚絅学院大学 准教授 
2 吉原はまた、「近代において批判の対象であったはずの共同体が、コミュニティという言葉によってあ 
らためて積極的に評価されている」（吉原 2013:49）ことも指摘している。 



































年に山下町と坂元町の合併で誕生し、2010 年 10 月 1 日には人口 16,711 人であった。 
山元町では、東日本大震災による死者は 635 人を数える。浸水範囲面積は総面積の 37.2%
にあたる約 24 平方キロメートルである。建物の被害についても全壊は 2,217 棟、大規模半
壊 534 棟、半壊 551 棟、一部損壊 1,138 棟と甚大なものである。こうした被害を出した町











さらに、線路および駅を内陸へと移設したこともあり、常磐線の再開は 2016 年 12 月 10
日までなされなかった。その間、仙台方面への通勤通学が大変不便であった。こうした諸要













               図 1.交通網 
                                                   
4 御輿のみが元総代の自宅付近で発見された。 








山元町内には、昭和 45 年に 22 地区が条例で制定された 6。条例には「区長副区長を町が
委嘱し、区長は区を代表し、町行政と地域自治組織との連絡調整を図り、行政の浸透、区住
民の福祉増進に努めることをその職務とする。」とある。これは、1970 年代の日本政府の動
きと連動したものと考えられる（鳥越 1994:4-5）。  
 それでは、山元町における「地区」とはどういったものであったのだろうか。ここでは笠
野「地区」を例に考えたい。かつての笠野「地区」には 15 の班（＝隣組ともいう）があっ
た。各班 10 世帯から 22 世帯ほどで構成されており、年に 2 回ほど「ムラヒマツ」ともい














































することとなり 2016 年 12 月に再開業した。 







げ、活力を呼び込みます（山元町 2011:5）。  
 
 このように、山元町は「つながり」を活かしつつも、「新たなつながり」を作ることを表
明している。さらに平成 23 年から 25 年までを「復旧期」、25 年から 28 年までを「再生












































中心に、町外へ転出するひとが目立っていた。常磐線は、2011 年 4 月に岩沼駅から亘理駅
までいち早く再開し、2013 年 3 月には山下駅の隣の浜吉田駅（亘理町）まで再開した。し
かし、浜吉田以南については、内陸への移設を行うために再開が遅れ、山元町から岩沼・名
取・仙台などへの人口流失の大きな要因となっていた。しかし、2014 年に常磐自動車道が
山元 IC から相馬 IC まで開通し、さらに 2016 年 12 月にはようやく浜吉田以南の常磐線も


































 将来の笠野地区をどうするのかについては 2017 年 2 月現在話し合いがもたれ模索され




















































































年度 開催形態 神社と海以外の神輿の渡御先 
2011 年 役員での祭礼のみ 渡御なし 
2012 年 宵祭＋渡御 仮設住宅×2 か所 
2013 年 宵祭＋渡御 仮設住宅×2 か所 
2014 年 宵祭「共催」＋渡御 仮設住宅×2 か所 
2015 年 宵祭「共催」＋渡御 仮設住宅×1 か所 ＋区内の再建者の地域×2 か所 


































さらに、筆者も含めて、町外から参加している人もいる。2014 年と 15 年には、仮設住宅
でボランティアをした宮城県内の大学教員と学生計 3 名が参加した。2015 年には、筆者の
勤務先大学のゼミの学生 2 名を連れて参加した。ただし、全体の人数で言えば、筆者のよう
に震災後に参加するようになった者よりは、震災前から続けて参加している人の方が多い。



















































































































































(2017年 2月 25日閲覧) 
日本財団 
2014「津波で被災した神社、“再建”へ―東北 3 県・沿岸部の 3 神社で」 
http://www.nippon-foundation.or.jp/news/pr/2014/img/46/46.pdf  
 (2015 年 12 月 23 日閲覧) 
 
